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特集 1 特 集 1

（永井荷風展図録の表紙デザインより）

　
明
治
維
新
後
、新
興
の
芸
者
街
と
な
っ
た
新
橋
。荷

風
は
花
柳
界
に
親
し
む
な
か
で
、『
腕
く
ら
べ
』『
新し

ん

橋き
ょ
う

夜や

話わ

』な
ど
、新
橋
芸
者
と
し
て
生
き
て
い
く
女
性
た
ち
の

強
さ
、儚は

か
な

さ
を
作
品
に
描
い
て
い
ま
す
。

　
私
生
活
で
は
新
橋
の
芸
者
だ
っ
た
八や

重え

次じ

と
の
結
婚

が
あ
り
、そ
の
様
子
は
随
筆「
矢
は
ず
ぐ
さ
」に
も
書
か

れ
て
い
ま
す
。

　
永
井
壮
吉（
筆
名
永
井
荷
風
）は
明
治
12
年
、官
僚

の
父
と
江
戸
趣
味
に
通
じ
て
い
た
母
と
の
間
に
生
ま
れ

ま
し
た
。母
は
歌か

舞ぶ

音お
ん

曲ぎ
ょ
く

を
愛
し
、小
説
を
好
ん
だ
女

性
で
し
た
。荷
風
は
24
歳
の
時
、ア
メ
リ
カ
、フ
ラ
ン
スへ

遊
学
。西
洋
文
化
に
触
れ
る
な
か
、異
国
の
女
性
イ
デ
ス

と
出
会
い
ま
す
。そ
の
体
験
を
ま
と
め
た『
あ
め
り
か
物

語
』『
ふ
ら
ん
す
物
語
』に
は
、日
本
と
は
異
な
る
異
国
の

女
性
た
ち
の
姿
が
い
き
い
き
と
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
関
東
大
震
災
の
の
ち
東
京
が
モ
ダ
ン
都
市
へ
と
生
ま

れ
変
わ
り
、銀
座
で
は
、エ
プ
ロ
ン
姿
の
女
給
が
働
く
カ

フェ
ー
が
台
頭
し
て
い
き
ま
す
。荷
風
は
、新
た
な
盛
り

場
と
な
っ
た
カ
フェ
ー
へ
頻
繁
に
通
い
、作
品「
つ
ゆ
の
あ

と
さ
き
」の
中
で
カ
フェ
ー
の
女
給
と
い
う
新
し
い
生
き

方
の
女
性
を
描
い
て
い
ま
す
。

　
疎
開
生
活
の
果
て
に
、昭
和
21
年
に
市
川
に
移
り
住

ん
だ
荷
風
。昭
和
23
年
頃
か
ら
浅
草
通
い
を
再
開
し
、

踊
子
た
ち
の
陽
気
な
会
話
に
黙
って
耳
を
傾
け
る
の
が

一
番
の
楽
し
み
で
し
た
。戦
後
の
困
難
期
の
中
で
生
き
抜

く
た
め
に
、過
酷
な
職
業
に
身
を
投
じ
た
女
性
た
ち
を
、

『
吾
妻
橋
』な
ど
の
小
説
を
と
お
し
て
描
き
続
け
、昭
和

34
年
に
市
川
で
息
を
引
き
取
り
ま
し
た
。

監
修 

川
本 

三
郎 （
評
論
家
）

　
永
井
荷
風
は
昭
和
20
年
３
月
10
日
の
東
京

大
空
襲
で
、住
み
慣
れ
た
東
京
の
自
宅
を
焼

か
れ
た
あ
と
流
浪
の
身
と
な
っ
た
。戦
後
、よ

う
や
く
市
川
に
移
り
住
み
、緑
の
多
い
町
で
安

ら
ぎ
を
得
た
。

　
市
川
市
は
荷
風
を
大
事
に
顕
彰
し
、こ
れ
ま

で
も
三
回
荷
風
展
を
開
い
て
い
る
。今
回
は
、

荷
風
が
愛
し
た
女
性
た
ち
に
焦
点
を
当
て

る
。荷
風
の
新
し

い
魅
力
を
発
見
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

平
成
29
年
度

市
川
市
文
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
企
画
展

「
断
腸
亭
日
乗
」起
筆
百
年
を
記
念
し
て

永
井
荷
風
展 

荷
風
の
見
つ
め
た
女
性
た
ち

11
月
３
日（
祝
）～
平
成
30
年
２
月
18
日（
日
）

平　

日 

午
前
10
時
～
午
後
７
時
30
分

祝
土
日 

午
前
10
時
～
午
後
６
時

※
入
室
は
閉
館
時
間
の
30
分
前
ま
で

休
館
日 

月
曜
日（
1
月
8
日
、2
月
12
日
は
開
館
）、

11
月
30
日（
木
）、平
成
30
年
１
月
９
日（
火
）・31
日

（
水
）、２
月
13
日（
火
）、年
末
年
始（
12
月
28
日（
木
）

～
平
成
30
年
１
月
４
日（
木
））

一
般
５
０
０
円（
４
０
０
円
）、65
歳
以
上
４
０
０
円
、

高
大
生
２
５
０
円（
２
０
０
円
）、中
学
生
以
下
無
料

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
と
付
き
添
い
の
方
１
名

無
料
。（　

）は
25
名
以
上
の
団
体
料
金

関
連
イ
ベ
ン
ト

☎
３
２
０・３
３
３
４
文
学
ミ
ュー
ジ
ア
ム

荷
風
の
見
た
映
画「
パ
リ
の
恋
人
」１
９
５
７
年

上
映
会

出
演 

オ
ー
ド
リ
ー・ヘ
プ
バ
ー
ン
、フ
レ
ッ
ド・ア
ス
テ
ア

11
月
25
日（
土
）午
後
２
時

メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
市
川
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
オ

先
着
２
４
０
人

講
演
会
＆
対
談

12
月
２
日（
土
）午
後
２
時 

講
川
本
三
郎
氏（
評
論
家
）

対
談
者 

持
田
叙の

ぶ

子こ

氏（
日
本
近
代
文
学
研
究
者
）

メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
市
川
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
オ

先
着
２
４
０
人

ひ
と
り
語
り
公
演「
濹
東
綺
譚
」

出
演 

長
浜
奈
津
子
氏（
俳
優
座
女
優
）

平
成
30
年
１
月
20
日（
土
）・21
日（
日
）午
後
２
時

メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
市
川
ベ
ル
ホ
ー
ル

各
回
46
人

☎
３
２
０・３
３
３
４
文
学
ミ
ュー
ジ
ア
ム

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

11
月
19
日（
日
）、12
月
10
日（
日
）、

平
成
30
年
１
月
27
日（
土
）、２
月
３
日（
土
）

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら　

企
画
展
示
室（
入
室
に
は
観
覧
券
が
必
要
で
す
）

　
関
東
大
震
災
以
後
に
発
展
し
た
私
娼
街
玉
の
井
。こ

こ
を
舞
台
に
書
か
れ
た「
濹ぼ

く

東と
う

綺き

譚た
ん

」に
は
、社
会
の
ひ

か
げ
で
暮
ら
す
女
性
た
ち
が
登
場
し
ま
す
。私
娼
お
雪

を「
ミュ
ー
ズ
」と
描
い
た
よ
う
に
、蔑さ

げ
す

む
で
も
な
く
憐あ

わ

れ

む
で
も
な
く
、彼
女
た
ち
を
真し

ん

摯し

に
見
つ
め
た
荷
風
の

姿
が
作
品
の
中
か
ら
浮
か
び
上
がって
き
ま
す
。

　市川で晩年の14年間を過ごした文豪・永井荷風。荷風が日記文学の最高峰と評される「断腸亭日乗」を書き始めてから今年が百年目にあた

ります。文学ミュージアムでは、これを記念した企画展「永井荷風展―荷風の見つめた女性たち―」を開催します。本展では、荷風が、明治、大

正、昭和の時代を生きぬく女性に寄り添い、見つめつづけたその眼
ま な

差
ざ

しを時代にそって紹介します。　　　　  ☎︎３２０-３３３４文学ミュージアム

11月3日（祝）〜2018年 2月18日（日）

平成29年度文学ミュージアム企画展 
「断

だ ん

腸
ちょう

亭
て い

日
に ち

乗
じょう

」起筆百年を記念して

交
通
ア
ク
セ
ス

【
Ｊ
Ｒ
総
武
線
】本
八
幡
駅・下
総
中
山
駅
か
ら
徒
歩
15
分

【
都
営
新
宿
線
】本
八
幡
駅
か
ら
徒
歩
20
分

【
京
成
線
】鬼
越
駅
か
ら
徒
歩
10
分

【
車
】京
葉
道
路　

市
川
イ
ン
タ
ー
か
ら
５
分　

駐
車
場
は
あ
り
ま
す
が
、で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▲あめりか物語
　（明治41年 博文館）

▲大正３年に荷風と結婚した新橋巴家 八重次

▲上海にて、左より母 恆
つね

、壮吉、弟 威三郎、父 久一郎

▲京成菅野駅にて

▲荷風撮影 玉の井界隈夜景 ▲お雪のモデルと思われる女性
　（秋庭太郎推定）

▲ロック座楽屋で踊子たちと

▲図録販売中
　（1,000円）

▲濹東綺譚
　（昭和12年 岩波書店）

▲つゆのあとさき
　（昭和6年 中央公論社）

（メディアパーク市川２F）
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線
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ニッケ
コルトン
プラザ
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県立現代産業科学館

開
催
に
寄
せ
て




